
うち当該年度の森
林環境譲与税（千

円）

うち基金取崩
額（千円）

うち他の財源
（千円）

徳島県 海陽町
②意向調査、集積
計画等作成

とくしま南部地
域森林管理シス
テム推進協議会
負担金

58,292 58,292 0 0

徳島県南部地域の１市４町で連携して森林経営管理制
度を進めていくために設立した「とくしま南部地域森
林管理システム協議会」への負担金を拠出し、協議会
が主体となって、町内の森林所有者に対する意向調査
を行い、経営管理権集積計画作成に係る森林所有者へ
の同意取得を実施した。

徳島県 海陽町 ③私有林整備

とくしま南部地
域森林管理シス
テム推進協議会
負担金

25,170 25,170 0 0

意向調査の結果をもとに現地調査を実施し、木材生産
が困難な森林において、公益社団法人とくしま森林バ
ンクが実施する放置林環境整備事業の費用として、と
くしま南部地域森林管理システム協議会へ負担金を拠
出した。

徳島県 海陽町
⑥林道・林業専用
道の整備・維持修
繕

海陽町森林整備
事業：造林作業
道開設工事

2,814 2,814 0 0
森林施業に必要な造林作業道の開設工事や育成複層林
（樹木を部分的に伐採し、その後植林を行う）施業を
実施した。

徳島県 海陽町
⑦その他（森林整
備）

海陽町森林整備
事業補助金

8,906 8,906 0 0

海陽町内で行われる森林整備事業（搬出・切捨間伐、
作業道新設・改良や新植・防護柵設置等）へ補助し
た。
要件や補助率等は当該実施事業による。

徳島県 海陽町
⑨林業就業者の育
成

安全対策用具購
入事業補助金

313 313 0 0
事業体が雇用する就労者が安全に施業できるよう林業
事業体に対し、ヘルメット等安全対策用具の購入に１
／２の補助をした。

徳島県 海陽町
⑨林業就業者の育
成

海陽町高性能林
業機械導入事業
補助金

3,653 3,653 0 0
森林施業に必要な測量機器等を購入する林業事業体に
対し、事業費の１／２を補助した。

徳島県 海陽町
⑬木造公共建築物
の整備・内装木質
化

高校生の居場所
建設工事

86,500 20,000 0 66,500

主に高校生を対象とし多世代が利用できる機能を持た
せた、子どもやその家庭を地域で見守り支える居場所
で、さまざまな活動目的に応じて使用することができ
るフリースペースやe-Sportsができる施設の整備し
た。

税導入の効果（総括）

【ワンフレーズ】
　税活用により、前年度までに意向調査を行った地区
においては、森林境界明確化（従来型５９.１２ｈ
ａ、保全型１,１４２.７７ha、推測図５４０.５９
ha）を行うとともに、徳島森林バンクにおいて放置林
環境整備事業（間伐：６６.９２ｈａ）を実施するこ
とができた。また、引き続き意向調査を行うことで、
今後の森林管理に必要な意向などを把握する等、円滑
な管理システムを実施することができた。

【詳細】
　徳島県南部地域森林管理システム協議会へ負担金を
拠出し、新たに５地区において意向調査を実施し、令
和７年度までと合わせて対象件数４１地区、　４,０
４１件、９,６６０ｈａのうち１,８１１件の回答が
あった。

　森林境界明確については、リモートセンシング（人
工衛星や航空機などに搭載したセンサーを用いて、対
象物に直接触れることなく、離れた場所から森林の状
況を観察するという新しい技術）データを活用し、
９,６６０ｈａを明確化した。
　今後については、未回答分や不着分のフォローアッ
プに努めるとともに、回答のあった方に対しては、協
議会を通じて個別に対応していく。

　林道・林業専用道路の整備・維持補修については、
林業事業体が森林経営計画に基づく事業（切捨・搬出
間伐、作業道開設・改良や新植・防護柵設置等）への
補助を行った。

　林業就業者の育成については、担い手育成・雇用促
進のために林業事業体に対し、就労者が安全に施業で
きるように安全対策用具購入補助を行った。

　木造公共建築物等の整備・内装木質化については、
放置竹林の竹筒を活用した食器を作成し、町産竹等の
PRに務めた。また、かいようこども園にヒノキを使っ
た移動用間仕切りを購入した。
　高校生の居場所建設工事と竹ヶ島四阿新設事業につ
いては、繰越事業の財源として活用したため使用木材
等の報告については、完成後に報告予定です。

　令和７年度　森林環境譲与税収入額　　　１２９,３７０　　千円　
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徳島県 海陽町
⑬木造公共建築物
の整備・内装木質
化

竹ヶ島四阿（あ
ずまや）新設事
業

7,000 7,000 0 0
既存の四阿（あずまや）は、鉄筋コンクリート造で建
築されていたが経年劣化により危険となり撤去し、そ
の跡地に木造の四阿を新設した。

徳島県 海陽町
⑯その他（木材・
普及啓発関係）

放置竹林の竹筒
を活用した食器
の作成

1,500 1,500 0 0

令和8年3月29日に開催した「海陽町合併20周年記念イ
ベント」と同時開催した「キャンプ飯グランプリ」時
において放置竹林の竹等を活用した食器を作成し、町
産竹等のPRに務めた。

徳島県 海陽町
⑯その他（木材・
普及啓発関係）

木製遊具設置事
業

528 528 0 0
「柔軟な空間活用」と「園児の豊かな情緒育生」を両
立するため、移動用間仕切りを町産材で作成した。

徳島県 海陽町
⑯その他（木材・
普及啓発関係）

とくしま樵木林
業推進協議会負
担金

600 600 0 0

放置林化が進む広葉樹林の施業を促進し、循環林化し
ていくことを目的に設立された「とくしま樵木林業推
進協議会」の事業に要する経費について、徳島県南部
地域の１市４町と徳島県が負担した。

徳島県 海陽町
⑰基金積立
（森林整備等）

森林・林業活性
化基金積立

594 594 0 0
今後増大すると予想される森林経営管理法に基づく市
町村自らによる森林整備（市町村森林経営管理事業）
に備えた積立
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